
中
尾  
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
報
告
会
を

行
っ
て
い
る
が
そ
の
後
と
、
旧
本
渡
中

跡
地
の
交
差
点
付
近
ま
で
の
延
伸
を
考

え
て
み
て
は
。

建
設
部
長  

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
整

備
効
果
検
討
及
び
交
通
量
調
査
を
終
わ

り
11
月
に
南
三
区
振
興
会
役
員
会
で
整

備
方
針
及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
今
後
は
「
都
市
計
画
道
路
の

整
備
が
街
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
」

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
、
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
、
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
旧
本
渡
中
跡
地
ま
で
の
延

伸
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

地
元
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
整

備
の
検
討
を
進
め
て
行
く
。

中
尾  

旧
本
渡
中
跡
地
を
活
用
し
、
中

央
図
書
館
や
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設

の
考
え
は
。

市
長  

学
校
給
食
基
本
計
画
で
は
平
成

26
年
度
に
設
計
を
行
い
、
27
年
度
に
本

渡
と
新
和
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
天
草
市
重
要

公
共
施
設
再
配
置
基
本
方
針
の
検
討
に

お
い
て
も
活
用
す
る
提
案
を
受
け
て
お

り
適
地
で
は
と
考
え
る
。
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
の
代
替
地
と
し
て
も
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
尾  

天
草
市
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長  

平
成
25
年
12
月
10
日
現
在

で
６
，１
４
５
人
の
方
に
登
録
を
い
た

だ
い
て
お
り
、情
報
別
で
は
防
災
に
６
，

０
３
８
人
、
健
康
に
４
，１
９
１
人
、

大
気
環
境
に
５
，１
８
７
人
、
行
方
不

明
者
に
４
，４
８
１
人
で
あ
る
。
ご
提

言
の
よ
う
に
故
郷
の
様
々
な
情
報
を
配

信
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
島
外
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

へ
の
登
録
推
進
は
故
郷
会
等
を
通
し
て

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
く
。Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
の
登
録
は
高
齢
者
の
方
々
に
は
分

か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
職
員
に
よ
る
登

録
方
法
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

赤
木
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
を

活
用
す
る
根
拠
と
メ
リ
ッ
ト
は
。
免
震

構
造
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
参
入
の
可

能
性
が
高
く
、
地
元
企
業
の
育
成
や
経

済
効
果
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長　

庁
舎
設
計
は
、
デ
ザ
イ
ン
・
構

造
・
設
備
等
極
め
て
高
い
知
識
・
技
術

が
必
要
で
あ
り
、
基
本
設
計
・
実
施
設

計
な
ど
も
市
民
の
意
見
を
反
映
し
、
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
等
の
専
門
的
な
見
地
か

ら
助
言
指
導
を
受
け
、
シ
ン
ボ
ル
的
な

地
域
文
化
施
設
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
建

設
を
目
指
す
。
地
元
企
業
の
参
入
は
、

Ｊ
Ｖ
企
業
と
し
て
は
可
能
と
考
え
、
地

元
産
材
の
活
用
な
ど
経
済
波
及
効
果
に

つ
な
げ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
木　
山
鹿
市
で
は
下
請
け
発
注
の
場

合
、
地
元
業
者
に
対
し
、
本
工
事
請
負

金
額
の
15
％
以
上
を
地
元
に
貢
献
で
き

る
基
準
を
付
し
て
い
た
が
見
解
を
伺

う
。
ま
た
、
庁
舎
建
設
に
市
長
の
率
直

な
見
解
を
伺
う
。

市
長　

地
域
経
済
効
果
や
活
性
化
の
た

め
に
地
元
業
者
の
参
入
を
後
押
し
す

る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
耐
え
う

る
防
災
拠
点
を
目
指
す
と
と
も
に
、
延

床
面
積
の
縮
減
な
ど
見
直
す
部
分
も
含

め
事
業
費
削
減
に
努
め
る
。
建
設
費
は

他
市
の
事
例
を
参
考
に
㎡
単
価
35
万
円

と
し
、
55
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

【
税
の
滞
納
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
】

赤
木　
近
年
の
差
し
押
さ
え
件
数
は
。

法
で
年
金
を
差
し
押
さ
え
は
で
き
な
い

が
、
口
座
に
振
込
ま
れ
る
と
預
金
債
権

に
な
り
国
税
徴
収
法
に
よ
っ
て
差
し
押

え
が
で
き
る
。
一
方
高
齢
者
は
年
金
生

活
者
が
多
く
、
口
座
を
差
し
押
さ
え
ら

れ
る
と
生
活
が
で
き
な
い
。
十
分
な
資

産
調
査
と
と
も
に
配
慮
が
必
要
で
は
。

市
民
生
活
部    

毎
年
度
で
約
１
，０
０

０
件
。
年
金
が
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る

と
預
金
と
な
り
、
全
額
差
し
押
さ
え
が

可
能
と
な
る
が
、
滞
納
者
の
生
活
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
納
税
交
渉
を
進
め
た

い
。

【
企
業
広
告
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
】

赤
木　
企
業
に
雑
誌
を
年
間
購
入
し
て

も
ら
う
代
わ
り
に
雑
誌
の
表
紙
に
企
業

広
告
を
掲
示
す
る
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
」
を
提
案
す
る
。

教
育
部
長　

雑
誌
は
最
新
の
情
報
誌
と

し
て
閲
覧
者
は
多
く
、
図
書
館
協
議
会

等
の
意
見
を
踏
ま
え
今
後
前
向
き
に
検

討
す
る
。

都
市
計
画
道
路
・
太
田
町
〜
水
の
平
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

天
草
市
本
庁
舎
建
設
事
業
に
関
連
し
て

税
の
滞
納
に
対
す
る
差
し
押
さ
え

赤木武男
議員

中
尾

中
尾

中
尾

赤
木

赤
木

赤
木

赤
木

本
田　
「
天
草
市
の
発
展
は
、
周
辺
地

域
の
発
展
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
」

と
思
わ
れ
る
。
中
心
部
へ
の
集
約
だ
け

が
進
ん
で
い
る
が
、
天
草
市
の
一
体
的

発
展
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

市
長　

中
心
部
が
都
市
機
能
を
ま
か
な

い
、
産
業
構
造
を
周
辺
部
に
配
置
す
る

必
要
が
あ
る
。
広
い
面
積
の
中
で
、
役

割
分
担
を
行
い
、
中
心
部
と
周
辺
部
の

連
携
協
力
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

本
田　
支
所
機
能
が
集
約
さ
れ
る
中
、

一
課
体
制
と
な
っ
た
７
支
所
に
お
い
て

は
、
地
域
の
産
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

七
支
所
長　

職
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

く
支
所
機
能
縮
小
の
中
、
地
元
か
ら
の

要
望
を
受
け
止
め
、
本
庁
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
充
実

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
田　
天
草
市
の
窓
口
は
、
健
康
福
祉

関
係
に
お
い
て
も
分
散
し
て
お
り
、「
お

も
て
な
し
」の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
行
い
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
を
移
動
さ
せ
な
い
よ
う
な

窓
口
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
な
い
か
。

市
民
生
活
部  　

市
民
課
に
お
い
て
、

総
合
案
内
を
兼
務
し
て
お
り
、
来
庁
舎

へ
の
案
内
な
ど
と
併
せ
、
他
課
と
の
連

携
・
調
整
を
図
り
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。
課
の
配
置
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
や
「
総
合
受
付
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
の
課
題
も
あ
る
の
で
、
出
来
る
部
分

か
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
田

本
田

本
田

｢

市
民
と
行
政
の
協
働
指
針
」
の
推
進
策
の

評
価
と
自
治
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

本田武志
議員

中尾友二
議員

■登録方法

建
設
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

市
民
生
活
部
長

教
育
部
長

市
長

市
長

７
支
所
長

市
民
生
活
部
長

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

一 般 質 問

【
天
草
市
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
】

浜
崎　
新
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
市
民

の
間
で
は
、
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
が
本

当
に
必
要
な
の
か
、
又
総
事
業
費
65
億

3
，7
0
0
万
円
、
本
体
工
事
延
床

1
5
，0
0
0
㎡
で
、
㎡
単
価
約
35
万

円
は
高
額
過
ぎ
で
な
い
か
。
身
の
丈
に

合
っ
た
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
庁
舎

建
設
を
望
む
市
民
の
声
が
多
い
。
一
考

の
余
地
も
な
い
か
お
尋
ね
す
る
。

市
長　

近
年
の
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
は

デ
ザ
イ
ン
重
視
で
な
い
。
活
用
す
る
事

に
よ
り
、
天
草
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁

舎
が
建
設
で
き
る
。
延
床
面
積
の
縮
減

な
ど
、
見
直
し
出
来
る
部
分
は
見
直
し

な
が
ら
、
基
本
計
画
の
事
業
費
を
上
限

と
考
え
、
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め

る
。

　【「
準
離
島
振
興
法
」
の
法
律
制
定
に
向

け
て
】

浜
崎　
我
が
天
草
市
を
準
離
島
に
指
定

し
、
特
別
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
事

を
可
能
に
す
る
為
に
議
員
立
法
に
よ
る

「
準
離
島
振
興
法
」
な
る
法
律
の
制
定

を
、
国
又
は
国
会
議
員
に
働
き
か
け
る

事
は
出
来
な
い
か
。

市
長　

現
時
点
で
は
難
し
い
が
検
討
を

続
け
る
。
条
件
が
重
な
る
地
域
と
連
携

を
深
め
、
半
島
振
興
法
を
よ
り
有
利
な

制
度
へ
と
変
え
る
為
の
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
ず
は
全
国
半
島
振
興
市
町

村
協
議
会
の
理
事
を
し
て
い
る
の
で
理

事
会
そ
の
他
の
機
会
を
捉
え
、
協
議
を

進
め
て
い
く
。

【
魚
貫
草
刈
り
唄
・
全
国
大
会
に
つ
い

て
】

浜
崎　
「
魚
貫
草
刈
り
唄
」　
地
域
に
根

差
し
た
文
化
活
動
の
普
及
は
大
変
意
義

深
い
も
の
が
あ
る
。
平
成
24
年
3
月
17

日
に
は
魚
貫
崎
に
記
念
碑
建
立
も
実
現

し
た
。
こ
の
草
刈
り
唄
と
牛
深
ハ
イ
ヤ

節
全
国
大
会
が
同
日
開
催
で
き
な
い

か
。
動
の
ハ
イ
ヤ
節
、
静
の
草
刈
り
唄

を
同
日
開
催
出
来
れ
ば
、
相
乗
効
果
で

よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
全
国
大
会
に

な
る
。
来
年
度
か
ら
や
る
と
約
束
出
来

な
い
か
。

市
長　

本
市
の
文
化
財
を
保
護
、
活
用

し
た
地
域
振
興
に
つ
な
げ
、
事
業
に
取

組
ん
で
行
く
。

「
準
離
島
振
興
法
」
の
法
律
制
定
に
向
け
て

魚
貫
草
刈
り
唄
全
国
大
会
に
つ
い
て

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜﨑昭臣
議員

市
長

市
長

市
長

本渡地域に建設が進む天草市体育館
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